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2019年 3月 5日 

 

各 位 

 

株式会社 GCIアセット・マネジメント 

代表取締役 CEO  山内 英貴 

           

 

“GCIエンダウメントファンド（成長型）”／“GCIエンダウメントファンド（安定型）” 

 

『一億人の投信大賞 2018』において 1位（アロケーション・やや積極型）及び 

2位（アロケーション・やや安定型）に選定 

 

記 

  

１．『一億人の投信大賞 2018』において 1位／2位を獲得 

 

この度、株式会社 GCIアセット・マネジメントが運用する“GCIエンダウメントファンド（成長型）”及び  

“GCIエンダウメントファンド（安定型）”が、「一億人の投信大賞」選定委員会が選定する「一億人の投

信大賞 2018」の「アロケーション・やや積極型」及び「アロケーション・やや安定型」）において、それぞれ

1位と 2位を獲得いたしました。 

 

特に、“GCIエンダウメントファンド（安定型）”は、モーニングスター社の選定する「ファンド オブ ザ イ

ヤー 2018」に続く本年の受賞となり、今後とも、日本の個人投資家のみなさまの長期資産形成に貢献

できるよう努力する所存です。 

 

『一億人の投信大賞 2018』の詳細はこちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．“GCIエンダウメントファンド（成長型）”及び“GCIエンダウメントファンド（安定型）”について 

 

当ファンドは、ハーバード大学やイェール大学等、米国名門大学の大学財団（エンダウメント）が寄付金等

の運用において実践してきた投資手法・スタイルを模範とし、日本の個人投資家のみなさまが安心して長

期資産形成に取り組んでいただけるように設計された投資信託です。 

プレスリリース 

 

http://1okutoshin.net/
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http://1okutoshin.net/
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 世界の株式・債券・REIT（不動産投資信託）・オルタナティブ戦略に広く分散投資を行いつつ、 

オルタナティブ戦略以外の資産クラスについては上場投資信託（ETF）を組み入れることにより、ファンドの 

信託報酬を低位に抑えています。 

また、ファンドの純資産総額が一定以上に拡大すると信託報酬が低減し、投資家に還元される仕組みを 

採用しています。 

 

３．当ファンドの概要 

 

ファンド名     ：GCIエンダウメントファンド（成長型）／GCIエンダウメントファンド（安定型） 

商品分類    ：追加型投信／内外／資産複合 

信託期間    ：原則として無期限（平成 27年 9月 25日設定） 

委託会社    ：GCIアセット・マネジメント 

販売会社    ：楽天証券、SBI証券、新生銀行、髙木証券、三田証券、共和証券、長野證券、栃木銀行、 

イオン銀行、百五証券、むさし証券 

 

４．当ファンドの特色 

 

（1）「エンダウメント」（米国名門大学基金・財団）の投資手法を模範とした長期運用を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）長期分散投資で世界の経済安定に沿った収益の獲得を目指します。 
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（3）オルタナティブ戦略を組み入れます。 

 

当社が運用する「GCIシステマティック・マクロファンド Vol 10 クラス A （外国投信）等をオルタナティブ戦

略として組み入れることで、さらなる分散効果とパフォーマンスの向上を図ります。 

 

＜ GCIエンダウメントファンド（成長型）の基準価額の推移及び参考指標等 （2019年 1月末基準）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ GCIエンダウメントファンド（安定型）の基準価額の推移及び参考指標等 （2019年 1月末基準）＞ 
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（4）運用コストを抑制します。 

 

信託報酬を上限年率 0.65%（税抜）と低く抑えることで、長期投資に際して継続的に発生する 

運用コストを抑制します。また、投資信託の規模が一定程度にまで拡大すると信託報酬が逓減 

する仕組みを採用しております。 

伝統資産への投資に際しては、様々な ETFを活用することで運用コストの抑制を図ります。各国 

市場へ上場している ETFのうち、流動性などを考慮しながら、より低コストの銘柄を選別します。 

ファンドにおける運用管理費用の実質的な負担は、年率 1.191％～1.203％程度となっています。 
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＜投資リスク＞ 
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株式会社 GCIアセット・マネジメントについて 

■ 2000年創業の本邦独立系投資運用会社 

■ 日本におけるオルタナティブ投資の黎明期から、オルタナティブ投資を専門として事業展開 

■ 絶対リターン型の特色あるインハウス運用にフォーカスし、国産運用の強化に最注力 

■ Asia Hedge Awardsや Eureka Hedge Awardsなどでの受賞実績（2012年から 3 ヵ年連続） 

■ Morningstar Award “Fund of the Year 2016”優秀ファンド賞受賞（GCIエンダウメントファンド（成長型）） 

■ Morningstar Award “Fund of the Year 2017”最優秀ファンド賞受賞（同） 

■ Morningstar Award “Fund of the Year 2018”優秀ファンド賞受賞（GCIエンダウメントファンド（安定型）） 

■ 東京大学との共同研究に基づく産学連携アプローチ 

■ 顧客基盤は年金基金や金融法人など国内外の機関投資家 

■ 運用資産残高：1,734億円（2018年 9月末時点） 

 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 436号 

一般社団法人日本投資顧問業協会加入 一般社団法人投資信託協会加入 

https://www.gci.jp 

 

当ファンドのお申込みにあたっては、必ず最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認のうえ、ご
自身でご判断ください。投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、販売会社へお申し出ください。                                

 
以上 

 

 

 

 

【お問合わせ先】 

株式会社 GCIアセット・マネジメント  

太田 創（おおた つくる） 

TEL:03-3556-5574 E-mail: tsukuru.ota@gci.jp                 IT190305-1 

 

https://www.gci.jp/
mailto:tsukuru.ota@gci.jp

